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報道関係者各位 
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安全対策の促進が高齢者のスポーツの課題に 

 ～「総合型地域スポーツクラブ活動状況調査」の分析～  
 研究成果のポイント  

1. 「総合型地域スポーツクラブ活動状況調査」（スポーツ庁）の回答データを２次利用し、高齢会

員の割合の違いによる安全対策の差異を分析しました。高齢会員の割合が高いスポーツクラブ

ほど安全対策が遅れている傾向が示されました。 

2. 本研究成果は、高齢者の健康増進に向け、スポーツクラブに安全対策の向上を促すもので

す。高齢者が安心してスポーツに参加できる環境づくりの推進につながることが期待されます。 

国立大学法人筑波大学医学医療系のヘルスサービスリサーチ分野/ヘルスサービス開発研究

センターの田宮菜奈子教授らと株式会社ＧＭＳＳヒューマンラボの安藤裕一博士の共同研究チー

ムは、スポーツ庁が2016年に実施した「総合型地域スポーツクラブ注１）活動状況調査」の回答デ

ータを２次利用し、高齢会員の割合の違いによる安全対策の差異を分析しました。また地域ごとの

状況についても分析しました。 

具体的には、全国の総合型地域スポーツクラブ（以下、総合型クラブ）を高齢会員の割合により

Ａ〜Ｄの４群に分類し、各群における基本的情報（会員数、シニア会員数、クラブ収入総額、スポー

ツ指導者数など）と危機管理方策や事故防止対策など安全対策（全13項目）の実施割合の違い

を統計学的に分析しました。 

その結果、60歳以上の会員割合が最も高いＤ群は、人的規模（会員数、指導者数）や予算規

模が小さく、安全対策については６項目（熱中症対策、地域の医師との連携など）で実施割合が最

も低値となりました。全国を６地域に分けた比較では、関東が安全対策の実施割合が高く、13項目

中10項目で最も高くなりました。一方、近畿は安全対策の実施割合が低く、８項目で最低となりま

した。 

 運動は多くの疾病予防に有効であることから、健康寿命の延伸に役立つと考えられています。し

かし、高齢者は体力などの低下に加え、疾病を有する可能性が高いため、運動に際しては安全へ

の配慮が欠かせません。全国に普及する総合型クラブは、地域住民の健康増進が期待される役

割の一つですが、高齢者に着目した総合型クラブの安全対策についての検討は行われていません

でした。今回の分析成果は、高齢者の健康増進に向けて、スポーツクラブに安全対策の向上に対

する取り組みを促すものであり、高齢者が安心してスポーツに参加できる環境づくりの推進につなが

ることが期待されます。 

本研究の成果は、2020年5月15日付け「日本公衆衛生雑誌」で公開される予定です。 
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 研究の背景  

高齢化が進む日本では、健康寿命を伸ばすことが大きな課題となっています。運動を行うことは、筋力や運動機

能を改善するだけでなく、多くの疾病の予防にも有効であることが知られています。このため運動は高齢者にとって

有益と考えられる一方、高齢者は若い人と比較すると、体力や視力などいろいろな機能の低下に加え疾病を持って

いる可能性が高いため、安全への配慮が重要となります。 

現在、日本国内に約3500の総合型クラブが設置されており、これらの総合型クラブの役割の一つとして高齢者

の健康増進が期待されています。しかし、高齢の参加者に着目した形で、全国の総合型クラブの安全対策について

の検討は行われていませんでした。 

 

 研究内容と成果  

 ２次利用申請を行って提供を受けた、スポーツ庁が 2016 年に実施した「総合型地域スポーツクラブ活動状況調

査」を用いました。この調査に協力した 2535 クラブ（回答率 74.9%）のうち、年代別会員数の記載がある 2444 クラ

ブを対象として解析しました。60 歳以上の会員をシニア会員と定義し、総会員数に対するシニア会員数の割合（シ

ニア会員割合）を算出して、シニア会員割合が少ない群から順にＡ群、Ｂ群、Ｃ群、Ｄ群と分類しました。この四つの

群の基本的情報（会員数、シニア会員数、クラブ収入総額、スポーツ指導者数など）と危機管理方策・事故防止対

策（全 13 項目、以下「安全対策」）、法人格取得の有無について統計的に比較しました。 

 各群の会員数の中央値はＡ群からＤ群の順に 173 人、244 人、221 人、152 人でした。１人当たりの会費、クラ

ブ収入総額、会員１人当たりの年予算はいずれもＤ群が低い数値でした。 

 安全対策に関しては、ＡＥＤ（自動除細動器）の設置はＡ〜Ｄ群いずれも 60%以上と他の設問と比較すると高値でし

たが、Ｄ群は 62%で他の群より低値でした。他の設問については各群とも実施割合が 60%未満だった中で、Ｄ群は

「入会時に、健康の証明書を取得」（4.8％）、「賠償責任保険に加入」（35.7％）、「指導者に対し安全講習会等を

開催」（17.4％）、「熱中症対策の実施」（32.1％）、「地域の医師との連携」（7.4％）の５項目いずれも４群の中で最

も低値でした。法人格取得割合はＡ群(38.5%)が最も高く、Ｄ群(19.2%)が最低でした。 

また、全国を６地域に分類した上で総合型クラブの地域ごとの検討を行いました。シニア会員割合の中央値は、

最高が中国四国（27.0%）、最低が中部（20.4%）で地域差を認めたものの、いずれの地域も 20%台でした。安全対

策に関しては、10 項目の実施割合が関東で最も高かったのに対し、近畿は８項目で実施割合が最も低くなりまし

た。 

以上の結果より、総合型クラブは 60 歳以上の会員割合が最も高いＤ群で、会員数、予算、スポーツ指導者数

など人員並びに会計として規模が小さく、また安全対策の遅れている傾向がみられました。また地域間で安全対策

に差があることが示されました。 

 

 今後の展開  

全国規模の調査に基づく本研究成果は、健康寿命の延伸に向け、高齢者のスポーツを推進する際の課題が示

された点で意義深いと考えられます。安全対策が遅れている総合型クラブは、その原因を探った上で、公共団体や

地域の関係機関と連携しながら今後の安全対策の促進に生かすことが求められます。 
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 参考図  

 

 

シニア会員*1割合 〜8.8% 8.8〜24.4% 24.4~42.6% 42.6%~ 

(クラブ数) (611) (611) (611) (611) 

 

 

 

図１：シニア会員割合の分類による会員数*2（上段）ならびに安全対策実施割合の比較（下段） 

*1: 60 歳以上の会員をシニア会員とした。 *2:中央値。 
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（クラブ数） (341) (379)   (436) (752) (258) (278) 

 

 

 

 

 

図２：地域分類による会員数*2（上段）並びに安全対策実施割合の比較（下段） 

*1: 60 歳以上の会員をシニア会員とした。  *2: 中央値。 
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 用語解説  

注１） 総合型地域スポーツクラブ 

1995 年度より「スポーツ振興基本計画」にもとづき文部省（当時）が育成推進を開始した。地域住民が自主的・

主体的に運営するスポーツクラブで、子供から高齢者まで、さまざまなスポーツを愛好する人々が、初心者からトッ

プレベルまでそれぞれの志向・レベルで参加できる「多世代、多種目、多志向」という特徴を持つ。2004 年度以後

は、各地方公共団体が育成事業を引き継いでいる。2018 年 7 月時点で、全国 3599 の総合型クラブが育成され

ている。 
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